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229 河川 か らの 乳 酸高生 産菌 株の ス ク リ
ー
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目的 ）家庭 生 ゴ ミ を付 加価 値の 高 い 有用物質生産 に利 用す るこ とは ， 廃棄物処理
の 効率化の み で は な く資源 の 有効利 用 にもつ なが る 。 我々 は

， 環境に優 しい プ ラ

ス チ ッ ク と して 注 目され て い る ポ リ乳酸の 原料とな る乳酸 を生 ゴ ミか ら生産する
こ とを 目指 して い る

り
。 今 回 、光学純度 の 高 い 乳酸を高効率的に生産 す るため に ，

自然 界 ， 特 に河川か ら広 く乳酸産生微生物を検索 した 。

方法 および結果 ）福岡 県の 主 要河川 河 口 付 近 よ り採取 した41サ ン プ ル ， 長崎県五
島列 島中通 島よ り10サ ン プ ル の 合計51サ ン プ ル につ い て 白亜 寒天培地上 で の 溶解
斑形 成 を指標 と して 酸産生嫌気性細菌を分離 し ，

599菌株 を得た 。 全分 離菌株 に
つ い て グル コ

ー
ス か らの 生産 乳酸濃度をHPLCを用 い て 測定 し ， 上位250菌株 に対

して さ らに酵素法にて 乳酸の 光学活性を測定 したとこ ろ ， 旋光性 や光学純度は様
々で あ っ た。 乳酸の 光学純度 が高い 菌株 ， な らびに光学純度 は低 い が生産 能 が高
い 菌株59菌株 を選定 し 、 次にAPIシス テ ム を用 い て 糖資化性 テ ス トを行 っ た 。 そ

の うちで
， 生 ゴ ミの 構成糖と考え られ る D−xylose お よ びs七arch か らの 乳 酸生成能

の 高 い 3 株はい ずれもグラ ム 陽性 ，
力 タラ

ーゼ 陰性の 乳酸球 菌で あ っ た 。 現 在 こ

れ らを中心 に微生物の 同定な どに 関 して さ らな る検討 を行 っ て い る 。
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【目的】
襟にプロ ピオ ン 酸が 特異的に シ ステ ム 内に 蓄積し、良好な処理 が望めな くなる とい う問
題が あ る 。 本研究で は 、 こ の プロ ピオン酸の蓄積問題を解決する糸口 として プロ ピオン

酸の 分解を担う微生物の 分離を行い 、 その生理 学的な特徴を把握するこ とを目的 と した 。

【方法及び結果】　 プロ ピオン酸の 酸化分解を担う微生物 を分離するた め にプロ ピオン
酸を唯

一
の炭素源とした集積培養を 55 °C の嫌気的条件で 行 っ た。 その 分離を試み た と

こ ろ 、 分離 した菌株 （Sl 株）はメタ ン生成古細菌との共生によ りプロ ピオ ン酸の 酸化分
解を行 う共生細菌で あ っ た 。 Sl株は Methanobacterium　thermoautotophicum △H との
共生系で プロ ピオ ン酸 、

エ タノール 、 乳酸で 生育で き 、 ピル ビン酸を発酵的に利用する
こ とで 単独で 生育で きた 。 16S　rDNA 配列に基づ い た分子 系統解析に よ る と SI 株は
Desuifotomacu’um 属に属する新規の 細菌で あ っ た。 また 、

　 FISH （fluorescence　in　situ
hybridization）法 を用 いて 高温 グラニ ュ

ール汚泥で の 分離株 Slの空間分布の解明を行 っ

た 。 Sl 株を特異的に検出で きる TGP690 プロ ーブを高温 グラ ニ ュ
ール汚泥切片に適用

した とこ ろ 、Sf 株 は汚泥 内に多 く存在 し、水素資化性の メ タ ン生成古細菌 と非 常 に密
接 した集塊体 を形成 して いた 。
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高温嫌気性廃水処理 汚泥か ら分離 した新規高温性絶対嫌気 プロ ピオ ン酸酸
化共生細菌 一その 生理学的特徴 とグラニ ュ

ール汚 泥 内空間分布の 解 明一
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高温 （50−60
°C）嫌気性廃水処理 プロ セ ス で は 、その 遅転が不安定 にな っ た
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